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2023 年 4 月 19 日 

〈ご参考資料〉 

 

サントリーホールディングス株式会社 

 

ユーラシア・グループとのイニシアチブ

「Sustainability Leaders Council」 

特設サイトを開設 
 

― 過去２年の活動をアーカイブ化 ― 

― ３年目の活動テーマは水に焦点をあてた「ネイチャー・ポジティブ」 ― 

 

サントリーホールディングス（株）は、ユーラシア・グループとともに、    

２０２１年に発足させたイニシアチブ「Sustainability Leaders Council（以下、ＳＬＣ）」

の今までの活動について、アーカイブをまとめた特設サイトを開設しました。 

 

２０２１年の発足以来、ＳＬＣでは、１年目に「プラスチックのサステナビリティ」、

２年目に「生物多様性」をテーマに掲げ、有識者によるラウンドテーブルやライブ

配信イベントなどを実施してきました。今年１月に発表した、企業の生物多様性戦略

や取り組みの方向性を示唆するレポート（https://www.suntory.co.jp/news/article/

14316.html 参照）をはじめ、各種活動を通じて得られた知見を、ユーラシア・ 

グループのホームページ内に特設サイトを設け、アーカイブとしてまとめることで、

より多くの人が自由にアクセスできる環境を整備しました。 

 

発足３年目を迎える今年は、水に焦点をあてた「ネイチャー・ポジティブ」を

テーマに据え、年４回のラウンドテーブルやライブ配信イベントなどを予定して

います。さらに、２０２４年初頭には、企業のための生物多様性をはじめとする

ネイチャーに関する戦略に関するレポートを公開する予定です。また今年から新たに

ＳＬＣ内に生物多様性とプラスチック汚染に関するワーキンググループを設立します。

各テーマの専門家やＳＬＣメンバーで構成され、年間を通じて会合を開くなど、

精力的に活動を展開していきます。

https://www.eurasiagroup.net/live-post/sustainability-leaders-council
https://www.suntory.co.jp/news/article/14316.html
https://www.suntory.co.jp/news/article/14316.html
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サントリーグループは、自然と水の恵みに生かされる企業として、「人と自然と

響きあい、豊かな生活文化を創造し、『人間の生命（いのち）の輝き』をめざす。」

をわたしたちの目的に掲げ、創業以来、持続可能な社会の実現を目指してきました。

これからも、生物多様性の再生、持続可能な社会の実現に向けたサステナビリティ

経営をさらに推進していきます。 
 

●サントリーホールディングス（株）代表取締役社長 新浪 剛史 コメント 

Sustainability Leaders Council 発足からの２年間、サステナビリティ分野の専門家

が集まるだけでなく、アジアにおける企業のサステナビリティ活動を推進する

イニシアチブの確立に注力してきました。ここからは、さらに革新的なプログラム

を展開し、ビジネスが自然界に良い影響を与えられると証明し続けることが重要

だと考えています。 
 

●ユーラシア・グループ プレジデント イアン・ブレマー コメント 

２年前、より持続可能な世界、よりレジリエントな社会を実現するという野心的

な目標を持ってＳＬＣをスタートさせました。長い戦いになるでしょう。しかし、

３年目を迎えた今、ＳＬＣのこれまでの成果を誇りに思うと同時に、これからが

本番だとも考えています。 
 

▼ユーラシア・グループについて 

政治リスクの調査・コンサルティングにおけるグローバル・リーディング・  

カンパニーです。その専門知識は、世界のあらゆる地域の先進国や途上国、経済

セクター、ビジネス、投資を網羅しています。業界最高水準とされるアドバイ

ザリーおよびコンサルティングサービス、また傘下のＧＺＥＲＯメディアと連動

した政治リスクへのソリューションを提供。「ポリティクス・ファースト（政治を

第一に）」をモットーとしています。 
 

▼サントリーグループのサステナビリティ・ビジョン 

https://www.suntory.co.jp/company/csr/philosophy/ 
 

▼サントリーグループの環境活動  

https://www.suntory.co.jp/eco/ 
 
 
▽本件に関するお客様からの問い合わせ先 

サントリーお客様センター https://www.suntory.co.jp/customer/ 

以  上 


